年末ふれあいサロン支援事業実施要綱

(目　的）
第１条　ふれあいサロンが実施する年末にちなんだ活動に、多世代の地域住民との交流ができるようなふれあいの場をつくるとともに、活動を通じて地域の方々にふれあいサロンを周知し、より多くの方と関わりあいを持つためのきっかけとすることを目的に補助金を交付する。
(対　象）

第２条　この要綱の対象となる団体は次の要件を満たした団体とする。

（１）１２月１日から１２月３１日の間にサロンを開催する団体

（２）当該年度において１０回以上活動を行う予定の団体
（３）普段の参加者と地域住民との交流を行う団体
(補助金）
第３条　補助金の額は１団体１万円以内とし、千円未満は切り捨てる。

(対象経費)

第４条　景品、ゲ-ム代、プレゼント材料代、食材料代、事務用品代、切手・はがき代等とする。ただし、飲食代だけの申請は不可とする。

(申請)

第５条　補助金の交付を希望する団体は、年末ふれあいサロン支援事業実施申請書(様式第１号)に補助金請求書（様式第２号）を添えて当該年度１０月末までに社会福祉協議会（以下、本会という。）会長に提出する。
(補助金の交付決定)
第６条　会長は、前条の規定により、年末ふれあいサロン支援事業実施申請書を受理したときは、その内容を審査の上予算の範囲内で補助金交付の可否を決定する。

２　前項の結果を補助金交付決定通知書(様式第３号)により申請者に通知し、補助金の交付を行う。

(実施報告等)

第７条　補助金の交付を受けた団体は、事業終了後速やかに年末ふれあいサロン実施報告書(様式第４号)に次の書類を添えて本会会長に提出する。

（１）領収書の写し
（２）活動状況の分かる資料(写真や案内文など)
（その他）
第８条　この要綱に定めるものの他この事業に必要な事項は本会会長が別に定める。

附　則

　この要綱は、平成２２年６月１５日より施行する｡
附　則

　この要綱は、平成２３年８月１日より施行する。
